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（議案）



〇各月第1木曜日を定例役員会予定日とし開催した。
役員会議事の概要をホームページに掲載し情報発信した。

(１)月例役員会及び例会の開催

〇各月第３火曜日を例会予定日としていたが、令和３年度は新型コロナウイルスの
影響で、会員が集まったセミナーや視察会等の開催は見送った。

開催期日 テ ー マ 概 要

5月13日
令和3年度書面総会
(役員会)

書面回答率75.9%、議案同承認率72.4%であり、役員会で議案の承認を確認
議案：役員改選・事業実績・決算及び事業計画・予算の承認

5月13日 総務・情報 「新型コロナウイルス対策支援一覧」を次世代ＨＰへの登録を継続

5月19日 次世代組織人財
「次世代夢プロジェクト」第1回分科会開催
（以降分科会開催：第2回6/2、第3回6/18、第4回6/29）

7月 8日 次世代組織人財 「次世代夢プロジェクト」応募期間、応募方法決定

8月 2日 次世代市場研究 ８月例会「研究会新規入会企業紹介と意見交換会」

9月21日 次世代組織人財
「次世代キッズプログラミング教室」第1回分科会開催
（以降分科会開催：第2回9/21、鞍手高校打合せ9/24、第2回9/30）

9月24日 次世代組織人財 「キッズプログラミング教室」開催日時決定

9月28日 次世代事業化
Webセミナー「アフターコロナを見据えたDX改革

～デジタル技術による業務やビジネスの変革～」

10月 7日 次世代組織人財 「次世代夢プロジェクト」作品審査会

11月 8日 次世代組織人財
「次世代夢プロ」受賞作品展示 直方イオン11/8-14,直方市役所11/15-24
「次世代夢プロ」各賞の表彰式（会長賞含む6賞7作品）11/9-22

11月28日 次世代組織人財 「キッズプログラミング教室」開始（11/28, 12/5, 12/26）

1月24日 次世代事業化 「新年講演会・情報交換会」(自動車研究会と合同) コロナで中止

第1号議案 2021(令和3)年度 事業報告第１号議案
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(２)２０２１(令和３)年度書面総会の開催

２０２１(令和３)年度書面総会の結果について

・送付（会員・賛助会員） ： ４月２１日（水）
・ＦＡＸによる回答締切 ： ５月１１日（火）
・結 果 ： 回答率 ７５．９％ （２２／２９）

議案承認率 ７２．４％ （２１／２９）
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第1号議案 2021(令和3)年度 事業報告



（３）取り組んだ主な事業
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①次世代に活躍する人財育成支援
①－１ 「次世代夢プロジェクト2021」の実施
・直鞍地域の次世代を担う小中学生を対象に、より暮らしやすく、地域が発展
する夢のあるアイディアを募集し、優秀作品を顕彰する事業を継続して展開。

・直鞍地域２２校から３６３点の応募があり、内２５作品を顕彰した。
・顕彰作品については、イオンモール直方、直方市役所で展示し一般公開した。

表彰式

賞審査 作品展示(イオンモール直方)応募チラシ

第1号議案 2021(令和3)年度 事業報告

作品展示(直方市役所)



「次世代夢プロジェクト2021」の広報・報道関係
第1号議案 2021(令和3)年度 事業報告

市報のおがた
令和3年8月1日号

直方商工会議所ニュース
2021年 8月号

読売新聞 朝刊
筑豊版 2021.11.24

西日本新聞 朝刊
筑豊版 2021.11.17

毎日新聞 朝刊
筑豊版 2021.11.23

読売新聞 朝刊
筑豊版 2021.9.6
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①－２ 「次世代キッズプログラミング教室」の開催
直鞍地域の小学校高学年生とその保護者を対象に、コンピュータがどのように
動いているかの基礎知識を学習し、 IT に興味を持ち、より高度な知識の習得、
自己学習を促すきっかけになることを期待し実施。

〇 成 果
・３回目の発表会においては４組が発表し、音楽
とLEDをシンクロさせたプログラムなど、小学
生とは思えないほどの発表と作品を参加者の前
で公表した。

・３回目後半では、「ラジコンカープログラム」
を作成し試走を行った。各保護者のアンケート
では、子供自身がプログラミングに興味を持ち、
自ら行動することを覚え能動的になった等の意
見が多かった。

・鞍手高校SSH部の連携支援も得られ、高校生の
地域貢献活動としても役に立った。
SSH：スーパーサイエンスハイスクール

回 数
参加組数
（人数）

内 容

１回目 16(32)
micro:bitボードについての基礎、基本表示、
センサーの利用

２回目 16(32) 外部出力、無線通信、おまけ

３回目 14(28)
総合演習（復習）、みんなが作ったものの発
表など

延計 46(92)

表 事業内容および参加組数

第1号議案 2021(令和3)年度 事業報告

応募チラシ
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「次世代キッズプログラミング教室」の広報・実施状況

市報のおがた令和4年2月1日号

直方商工会議所ニュース 2022年 1月号

第1号議案 2021(令和3)年度 事業報告

研修状況 SSH部のサポート

IT企業のリモート講義 発表者

スラローム 鞍手高校教諭・部員への御礼
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②セミナー等の実施
・次世代研究会の例会として、「次世代研究会新規入会企業（ＩＴ関連企業）

の紹介と意見交換会」を開催した。また、新型コロナウイルスの影響による
「働き方改革」を模索するため、(公財)日本電信電話ユーザ協会福岡支部開
催のＷｅｂセミナーを会員へ周知すると共に、自動車産業研究会等とも連携
開催を行った。

②－１ ８月例会
日 時：2021年8月2日(月) 17:00～18:00
場 所：直鞍産業振興センター（ＡＤＯＸ別館） 研修室
入会企業：株式会社アリオンシステム

株式会社ネビジョン
参加者 ：１４名

株式会社アリオンシステム
パンフレット

株式会社ネビジョン
パンフレット

第1号議案 2021(令和3)年度 事業報告
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②－２ Webセミナー
日 時：2021年 9月28日(火) 14:00～15:30 Zoom、10月 6日までYouTube配信
配 信：Zoomウェビナー（YouTubeでも配信）
演 題：「アフターコロナを見据えたDX改革」

～デジタル技術による業務やビジネスの変革～ ９０分程度
講 師：西脇 資哲（ニシワキ モトアキ）氏

（日本マイクロソフト㈱業務執行役員 エバンジェリスト）

「アフターコロナを見据えたDX改革」
～デジタル技術による業務やビジネスの変革～

１.ＩＣＴとは何か？
２.これらによって引き起こされる時間軸の変化
３. DX デジタルトランスフォーメーションとは？
４.ビッグデータが世界を変える
５.ビッグデータを生み出す Internet of Things
６. AI ・人工知能による予測が現場を変える
７. AI ・人工知能による「画像認識」
８. AI ・人工知能による「人物認識」
９. AI ・人工知能による環境保護の支援
10.積極的にデジタル化の補助金助成金を活用
11. 10 年後の社会を創るために

第1号議案 2021(令和3)年度 事業報告



(４)事業の総括
〇夢プロジェクト事業は、本年度応募方法として「紙(アナログ)」と新たに「電子(デジ
タル)」を追加して応募を行った。しかしながら応募は「紙」のみであり、「電子(デジ
タル)」方法の困難化も有ると考えるが、デジタル化への遅れを感じた。
応募数は集中的に取り組んで頂いた直方市中学校が多く、応募数は昨年の２倍となった
が、直方市外の学校は応募が少なく次年度に向けてＰＲのため昨年に引き続き各教育委
員会へ報告書を提出した。

〇「次世代キッズプログラミング教室」はアンケート結果を見ても好評であり、令和３年
度も次世代の人財育成に注力し継続を行った。小学校でのプログラミング教育が開始さ
れ、参加者のプログラミングに対する意識も高く、最終回の発表会では４組が小学生と
は思えないほどの発表と作品を公表した。
また、鞍手高校との連携も出来、今後につながる取組となった。令和４年度の取組み継
続も検討する必要がある。

〇情報発信については令和元年度よりホームページの内容を見直し、毎回の役員会、定例
会の概要を掲載するようにした。令和２年度よりホームページ内に、新型コロナウィル
ス対策支援一覧を掲載し都度更新を行った。今後も情報発信コミュニケーションのツー
ルとして充実させる必要がある。

〇コロナ禍に於ける研究会の新たな取組を探るため、会場を用いた勉強会・セミナーを行
わず、Webセミナー形式での発信を行った。また、先進機関等の視察会の計画を行った
が、受け入れ機関でのコロナ感染やコロナ禍での視察受け入れ機関が無く視察研修会が
行えなかった。令和４年度はWebやコロナ低迷期における展示会活用を充実させ、コロ
ナ禍においても会員が多く参加できる企画を行う必要がある。
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第２号議案
２０２１（令和３）年度直鞍次世代産業研究会一般会計決算

（単位：円）収入の部

（単位：円）支出の部
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勘定科目
予算額
（Ｂ）

決算額 比較
摘要

（Ｃ） （Ｃ－Ｂ）

入会金 0 20,000 02社入会

正会員会費 354,000 348,000 △ 6,000
28社(29名)(9/1日現在)、会費減額(1/2)、
9月1日1社(前期分納入・退会)

賛助会員会費 25,000 20,000 △ 5,000
8社(4/1日現在)昨年度末2機関退会、
会費減額(1/2)

雑収入 200,000 16,008 △ 183,992徴収会費、預金利息を計上

前年度繰入金 880,702 880,702 0

合 計 1,459,702 1,284,710 △ 174,992

勘定科目
予算額
（Ｂ）

決算額 比較
摘要

（Ｃ） （Ｃ－Ｂ）

総務 450,000 86,391 △ 363,609
コロナ禍のため総会、新年会・情報交換会無
コピー機使用料、お茶代、郵送費、その他

次世代市場研究費 150,000 0 △ 150,000コロナ禍のため会員が集まっての講演会無

次世代事業化事業費 350,000 0 △ 350,000合同セミナーはWeb、企業見学会は休止中

次世代組織人財事業費 240,000 326,604 86,604
夢プロ：直方イオン展示パネル借用・設営費
キッズプロ:micro:bit半導体不足で価格高騰

研究会情報提供事業費 140,000 124,135 △ 15,866
ホームページ維持・更新、商工会議所ニュー
ス掲載料

産業振興費 20,000 0 △ 20,000わくわーく(2021年度は無)
視察研修助成金 0 0 0
記念事業費 0 20,000 20,000入会金は周年(記念)事業に充当
予備費 109,702 0 △ 698,336

合 計 1,459,702 557,130 △ 902,572
収支差額 0 727,580 727,580次年度繰り越し

第2号議案 2021(令和3)年度 決算報告



２０２１（令和３）年度直鞍次世代産業研究会特別会計決算

勘定科目
予算額
（Ａ）

決算額
（Ｂ）

増減
（Ｂ-Ａ）

摘要

記念事業費（前年度積立金） 2,307,534 2,307,534 0

記念事業費（当年度積立金） 0 20,000 20,000
新規入会2社分
入会金は周年(記念)事業に充当

預金利息 197 189      △ 8 予定金利の低下

合 計 2,307,731 2,327,723 19,992

（単位：円）１．記念事業積立金

勘定科目
予算額
（Ａ）

決算額
（Ｂ）

増減
（Ｂ-Ａ）

摘要

視察研修助成費（前年度積立金） 935,991 935,991 0

視察研修助成費（当年度積立金） 0 0 0

預金利息 80 46 △ 34 予定金利の低下

合 計 936,071 936,037 △ 34

（単位：円）２．視察研修助成金基金
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第2号議案 2021(令和3)年度 決算報告
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２０２１(令和３)年度 監査報告 第2号議案 2021(令和3)年度 決算報告



第３号議案

１．基本方針

本研究会は、2021年度に取組んだ事業の成果・反省を踏まえ、次世代を担う人財育成事業や次世代の組織・
企業のあり方を研究し、参加企業の発展と地域振興を目的とした調査・研究・事業の実施に取組む。また、コロ
ナ禍に於ける事業実施方法を会員・賛助会員へのアンケート結果を反映し、展示会やセミナーへの参加を企画
する。新たな取り組みを探るためWebを用いた活動を充実させ、いち早く新事業やニーズへの情報提供、本会
の活動の発信を持って地域外企業・団体・自治体とのマッチングも進めていく。次世代に向けての企業活動が
迅速かつ円滑に進められるよう自治体・関係所管への提言も行っていく。

２．実施事業

（１） 次世代市場研究事業

・新技術、新サービス等に関する先進事例視察研究、セミナー等の開催

（２） 次世代事業化事業

・社会課題などタイムリーな展示会への参加を企画し、製品見学やセミナー参加を行う

・コロナ禍に於ける研究会として新たな取り組みを探るため、Webを用いた活動を充実させる

・研究会独自の新規事業に取り組む ・新規事業：ソーシャルビジネスへの取り組み（SDGs・ESG・RPA）

（３） 次世代組織人財事業

・次世代の人財育成に資する取組みや企業人財の高度化に関する勉強会の実施

・夢プロジェクトの実施 ・キッズプログラミング教室の実施

（４） 研究会情報事業

・インターネット、情報媒体の活用による情報の積極的発信

（５） 産業振興ビジョン等支援事業

・のおがた「わくわーく」への支援

（６） 視察研修助成金事業 14

２０２２（令和４）年度 直鞍次世代産業研究会事業計画(案)

第3号議案 2022(令和4)年度 事業計画(案)
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【新規事業として取り込む環境】 ソーシャルビジネスへの取り組み

第3号議案 2022(令和4)年度 事業計画(案)

持続可能な開発目標とは17のグローバル目標
と169のターゲットから成る国連の持続可能
な開発目標。 2015年9月の国連総会で採択さ
れた『我々の世界を変革する：持続可能な開
発のための2030アジェンダ』と題する成果文
書で示された2030年に向けた具体的行動指針。

・ＳＤＧｓ

・ＲＰＡ

・ＥＳＧ
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夢プロ、キッズプロの重要性

直鞍地域の次世代の形成のために

できるだけ多くの付加価値を生む資源の持続・発展・創成

地域と産業
が進化し持続
させる気概

新たな環境
新たな資本
を活用できる

新たな価値
新たな社会を
想像できる

人材育成 機会

情報

社会問題

地域課題 思考

産・官連携

IT・DX

体験

これらをもらい物ではなく、自分で考え、経験・堆積させることが
重要。その次世代の地域人材育成が夢プロとキッズプロである

第3号議案 2022(令和4)年度 事業計画(案)



第４号議案
２０２２（令和４）年度 一般会計予算（案）

（単位：円）

（単位：円）

収入の部

支出の部
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勘定科目
2021年度予算

（A)
2021年度決算額

2022年度予算額
（B)

増減
（B-A)

摘要

入会金 0   0 0 0
正会員会費 354,000 348,000 342,000 △ 12,00028社(29名)、会費減額(1/2)
賛助会員会費 25,000 20,000 20,000 △ 5,0008社、会費減額(1/2)
雑収入 200,000 16,008 50,000 △ 150,000預金利息、徴収会費を計上
研修助成金 0 0 0 0
記念事業費 0 0 0 0
前年度繰入金 880,702 880,702 727,576 △ 153,126昨年度繰越金

合 計 1,459,702 1,284,710 1,139,576 △ 320,126

勘定科目
2021年度予算

（A)
2021度決算額

2022年度予算額
（B)

増減
（B-A)

摘要

総務 450,000 86,391 370,000 △ 80,000

コロナ禍で会費半額のため
「予備費」が減少
支出を会費に見合った形に
整え策定

次世代市場研究費 150,000 0 100,000 △ 50,000
次世代事業化事業費 350,000 0 170,000 △ 180,000
次世代組織人財事業費 240,000 326,604 200,000 △ 40,000
研究会情報提供事業費 140,000 124,135 140,000 0
産業振興費 20,000 0 10,000 △ 10,000
視察研修助成金 0 0 0 0
記念事業費 0 20,000 0 0
予備費 109,702 0 149,576 39,874次年度繰越予定

合 計 1,459,702 557,130  1,139,576 △ 320,126
収支差額 0 727,580 0 0

第4号議案 2022(令和4)年度 予算(案)



２０２２（令和４）年度特別会計予算（案）

勘定科目
2021年度決算額

（Ａ）
2022年度予算額

（Ｂ）
増減

（Ｂ－Ａ）
摘要

記念事業費(前年度積立金残高) 2,307,534 2,327,723 20,189 2021年度2社新規入会

記念事業費(当年度積立金) 20,000 0 △ 20,000

預金利息 189 46 △ 143 2022年度予定利息を考慮

合 計 2,327,723 2,327,769 46

勘定科目
2021年度決算額

（Ａ）
2022年度予算額

（Ｂ）
増減

（Ｂ－Ａ）
摘要

視察研修助成費(前年度積立金) 935,991 936,037 46
435,899円 定期預金
500,138円 普通預金

視察研修助成費(当年度積金) 0 0 0

預金利息 46 13 △ 33 2022年度予定利息を考慮

合 計 936,037 936,050 13

（単位：円）１．記念事業積立金

（単位：円）２．視察研修助成金基金

18

第4号議案 2022(令和4)年度 予算(案)
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直鞍次世代産業研究会 組織図(案)

常任顧問

監査役

事務局長

会長

副会長 事業化部会長

副会長

副会長

市場研究部会長

組織人財部会長

情報部会長

藤永 勝巳

藤井 福吉

有吉 慶祐

赤松 勝治

大熊 孝二

中村 高明

中村 裕章

谷口 一志

石田 孝彰

藤田 和孝

藤春 優二

直方精機（株）代表取締役社長

（株）紀之国屋 会長

藤井精工（株）代表取締役

直方ガス（株）代表取締役社長

（株）かね萬 代表取締役

（株）福岡銀行 直方支店長

西鞍手浄化槽管理（有）代表取締役

（株）アクセス 代表取締役

藤田農園 代表

（株）スリーピースホーム 代表取締役

ADOX福岡

2022年4月1日改定

総会

役員会

（事務局）
直方商工会議所、直方市商工観光課工業振興係
直鞍産業振興センター（ADOX福岡）

正会員

賛助会員

協働会員

会長
藤永 勝巳

直方精機（株）代表取締役社長

第5号議案 2022(令和4)年度 組織(案)

第5号議案：２０２２(令和４)年度
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添付資料 会員名簿(2022/4/21 )　　　　直鞍次世代産業研究会　会員名簿

2022/4/21

正会員 会　　社　　名 役　職　名 氏　名

会長 次世代情報担当　　　1 直方精機　株式会社 代表取締役社長 藤永　勝巳

副会長 次世代事業化担当   2 藤井精工　株式会社 代表取締役 藤井　福吉

副会長 次世代市場研究担当 3 直方ガス　株式会社 代表取締役社長 有吉　慶祐

副会長 次世代組織人材担当 4 株式会社　かね萬 代表取締役 赤松　勝治

常任顧問 5 株式会社　紀之国屋 会長 中村　高明

6 株式会社　石橋製作所 代表取締役社長 石橋　和彦

7 株式会社　ウチダ 取締役統括部長 大原　大平

8 株式会社　紀之国屋 代表取締役社長　 中村　大志

9 株式会社　ケイ・イ－・エス 代表取締役 飯野　一義

10 株式会社　さかい家具 代表取締役社長 坂井　宏太郎

11 有限会社　ゼロテック　 代表取締役 中島　太

12 株式会社　田中信鉄工所 代表取締役 田渕　元悟

13 株式会社　谷弥 代表取締役社長 谷　弥壽彦

14 株式会社　旅ランド 代表取締役 石田　和弘

15 株式会社　筑豊産業 常務 小野　龍平

16 株式会社　東洋プレシジョン 専務 大森　大輔

17 株式会社　トラベルハート 代表取締役 藤井　利春

18 福岡金属興業　株式会社 代表取締役社長 横溝　淳弥

19 株式会社　フクモト工業 代表取締役 福本　満寿男

20 牟田鉄工　有限会社 代表取締役 牟田　淳一

21 有限会社　渡辺鉄工 代表取締役会長 阿比留　恭之

市場研究部会長 22 株式会社　アクセス 代表取締役 谷口　一志

23 有限会社　おおつか 取締役社長 大塚　政徳

24 医療法人　健明会 事務長 青見　健志

情報部会長 25 株式会社　スリーピ－スホーム 代表取締役 藤春　優二

事業化部会長 26 西鞍手浄化槽管理　有限会社 代表取締役 石田　孝彰

組織人財部会長 27 藤田農園 代表 藤田　和孝

28 株式会社アリオンシステム 直方営業所長 魚住　健二

29 株式会社ネビジョン 代表取締役 清水　良彦

賛助会員 機　　関　　名 役　職　名 氏　名

1 アドバンテックテクノロジーズ　株式会社 取締役 越智  隆義

2 トヨタ自動車九州　株式会社 副社長 橋本　克司

3 株式会社　西日本シティ銀行　直方支店 支店長 有松　光浩

監査役 4 株式会社　福岡銀行　直方支店 支店長 大熊　孝二　

5 株式会社　福岡中央銀行　直方支店 支店長 荒川　裕二

6 福岡ひびき信用金庫　直方支店 支店長 深見　初彦

7 北九州市立大学大学院マネジメント研究科 教授 城戸　宏史

8 直方鉄工協同組合 理事長 吉田　祐司
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添付資料 会員名簿(2022/4/ 21 )

協働会員 機　　関　　名 役　職　名 氏　名

1 福岡県飯塚中小企業振興事務所 所長 栁瀨　智幸

2 直方市　産業建設部 部長 田中　克幸

3 直方市　商工観光課 課長 水ノ江　秀子

5 宮若市　産業観光課 課長 戸井　一晶

6 直方商工会議所 会頭 谷　弥壽彦

7 宮若商工会議所 会頭 中田　正夫

8 小竹町商工会 会長 植村　政人

9 鞍手町商工会 会長 内田　一美

10 若宮商工会 会長 塩川　善和

11 （公財）飯塚研究開発機構 専務理事 間野　彰彦

名誉顧問 機　　関　　名 役　職　名 氏　名

1 福岡県　 知事 服部　誠太郎

顧　問 機　　関　　名 役　職　名 氏　名

1 直方市 市長 大塚　進弘

2 宮若市 市長 塩川　秀敏

3 鞍手町 町長 岡﨑　邦博

4 小竹町 町長 松尾　勝徳

アドバイザー 機　　関　　名 役　職　名 氏　名

1 経済産業省九州経済産業局　国際部　 部長 飛矢崎　峰夫

2 福岡県　商工部 部長 松本　恭子

3 （独）日本貿易振興機構　福岡貿易情報センター 所長 斉藤　健史

事務局 機　　関　　名 役　職　名 氏　名

1 直方商工会議所 センター長 岩崎　憲明

2 直方市　産業建設部　商工観光課
産業イノベーショ
ン推進係　係長

米澤　隆司

　〃
産業イノベーショ
ン推進係

甲斐　蒼生

3 ADOX福岡 センター長 中野　建次

　〃 事務局長 香月　久美子

　〃 産業振興課長 中村　裕章



ご審議、ありがとうございました。
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